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方向に対し，斜めに水槽を設置した。




の 3 種を用いた。結果と して，神戸海洋気象台NS
成分では破損はどこにも 発生せず，関西国際空港の
記録の加振で写真2 の亀裂が天井の一 部に生じた。
0.32Hzの正弦波の加振で波の山が6 つ入っ た とこ ろ
で，写真3 に示すよ うに天井板が抜け，水が大 きく
飛び散った。天井が抜けた位置は隅部であり ，阪神
大震災の水槽被害の位置と対応するも のである。な
お，こ の一 連の実験で測定さ れた天井に作用する衝
撃圧は最大0.5Kg/cm2以上であっ た。ま た，ス ロッ
今後，こ の種の破損パター ン を どの ように見る かは，
ユー ザー の判断に よる もの と思われる。神戸の病院
等で水槽破損水によ る2 次被害を発生 さ せた の は，
屋上水槽固定ボルト が破断し，滑 り ，接続パイプが
切断されたもので，今回実験の対象としたも の と は
異なる被害パター ンである。
強震記録については関西国際空港株式会社から提




シ ングの波高速度は5mlsecを越えた。 雪氷防災研究連絡会は第9 回，雪氷防災研究会は
水槽の天井板が破れて も水槽の中の水は，一 部飛 第20回をそれぞれ迎え，去る12月13日 （水）岐阜県
び散るも のの，確保され水槽の機能は維持 さ れる 。 と の共催に より ，ひだホテルプラザにおいて開催さ
写真2 関西国際空港強震記録加振（時間軸縮小）で生
じた天井亀裂






氷防災研究会にお い て は，「飛騨の雪」 と 題して，











集まる盛会とな り ま した。
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て活動 している。 今月は28個観測さ れ最大地震は12
月 12 日22時53分，M2.8, 深さ5 kmであっ た。富士
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【派 遣】
· 1.9�  1 .19 賓渕 哲也 （先端解析技術研究部隔測
解析研究室）共同研究に関する打合せ及び研究
対象地域の地上調査を行うため。 （タイ ）
· 1 .10�  1 .20 藤田 英輔 （地震予知研究セ ン ター
海溝型地震予知研究室）キ ラウエア火山現地観
測参加のため。 （米国）
· 1 .12�  1 .25 納口 恭明 （長岡雪氷防災実験研究























TEL (0298) 51- 1611 )
(0298) 51- 1622 
（再生紙使用）
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